
 

共同創設者トビアス・フォン・キッツィングとデビッド・ウルによるマニフェスト 

現代の移住 
ashoka ritual - グローバル・アーティスト・ネットワーキング： 

「現代の移住」という革新的なコンセプト 

グローバルなつながりのインフラとしての芸術に関するエッセイ。 

ashoka ritualが「移住」という概念をどのように再解釈するか――単なる場所の移動では
なく、デジタル的、文化的、そして創造的な自己ネットワークとして。 
NO BORDERS. NO NATIONS. | グローバルなつながりのインフラとしての芸術。 

 

 

移住の再考 
現代の移住は国境から始まるのではなく、ある「接触」から始まる。それは、ある人が

自身の言語、技術、スタイル、経験、そして影響力への渇望を、より大きな文脈の中に

位置づける場所で生まれる。この視点からすれば、移住はまず欠如や窮状、あるいは行

政手続きとして理解されるものではない。それは文化的運動として現れる。孤立から関

係性へ、局所的な制約から世界的な共鳴へ、硬直したレッテル貼りから自己決定的な行

動への移行として。 

ブランド戦略の指針である「NO BORDERS. NO NATIONS.」というスローガンは、この

考えを意図的に鋭く外部に発信するものです。これは、あらゆる差異を単純に撤廃する

ことでも、現実の政治的・法的・社会的条件を否定することでもありません。その真意

は、芸術的アイデンティティを、国家的・政治的・官僚的な型枠から解き放つ試みにあ

るのです。ashoka ritualは、人々をまず出身地、パスポート、所在地で分類するのでは

なく、役割、スタイル、ツール、関心、姿勢、そして創造的なつながりの可能性によっ

て分類するグローバルなアーティスト・ネットワークを構築しています。 
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このアプローチには、起業家的な使命と文化的な使命が同時に込められています。この

プラットフォームは、単にプロフィールを集めるだけでなく、関係性を可能にするもの

です。単に可視性を提供するだけでなく、信頼を組織化するものです。単に芸術を提示

するだけでなく、芸術をグローバルな絆のインフラとして扱うことを目指しています。 

 

 

寓話としてのアショカ：権力の原理から責任へ 
「ashoka ritual」という名称には、単なる美的ブランドイメージをはるかに超えた物語

が込められています。インドの王アショカは、2000年以上前に根本的な内面的な転換を

遂げた統治者として、今日でも記憶されています。カリンガとの戦争の後、彼は、権力

、領土拡大、支配の名の下にどれほどの虐殺が行われたかを自覚した。暴力の経験から

、転換が生まれた。搾取や戦争から離れ、隣人愛、献身、連帯、そして倫理的責任に基

づいた秩序へと向かう転換である。 

ashoka ritualにとって、この物語は単なる歴史的な装飾ではなく、一つの寓話です。そ

れは、変革が、システムが自らの暴力を認識したその地点から始まることを示していま

す。この物語は、現代生活の多くの状況に当てはめることができます。経済的な排除、

文化的な不可視性、国家の傲慢、デジタルによる孤立、そして、人々が互いに創造的に

なり得るにもかかわらず、人々を対立させるような競争などです。 

アショカは、これによってブランドの内的基準を定義しています。力から生まれるべき

は支配ではなく、責任です。リーチから生まれるべきは支配ではなく、つながりです。

技術的なスケールアップから生まれるべきは匿名の大衆ではなく、人々が互いを創造的

な対等な存在として認識し合う空間です。まさにそれゆえに、ashoka ritualは単なるネ

ットワーク名以上のものです。それは一つの姿勢を体現しているのです。 

 

 

 

共有財産としての「儀式（Ritual）」：反復、

帰属、信頼 
名前の後半部分も同様に重要です。「Ritual」とは、行為、儀式、共通の基盤、慣習、共

有財産、そして儀礼を意味します。儀式とは単なる単発の出来事以上のものです。それ

は繰り返され、意味を生み出し、帰属意識を醸成し、コミュニティの存在を可視化しま
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す。断片化した世界において、グローバルなアーティスト・ネットワークはまさにこの

役割を担うことができます。定期的な出会い、認識可能なプロフィール、共通のコード

、共有された働き方、そして言語、分野、生活の現実の間を尊重し合いながら渡り合う

こと。 

したがって、ashoka ritualは、儀式を硬直した伝統としてではなく、生き生きとした実

践として捉えています。あらゆるプロフィール、対話、マッチング、協力、そして共同

プロジェクトは、つながりのより大きな儀式の一部となり得ます。このプラットフォー

ムは、アーティストたちを画一的なシステムに押し込めるのではなく、多様性の中で互

いに信頼できる関係を築くための、反復可能な形を提供することを目的としています。 

一つ明らかなのは、境界のなさは構造を必要とし、開放性は認識可能性を必要とし、自

由は誤解を減らし、信頼を築きやすくする形を必要とするということです。したがって

、儀式こそがブランドの社会的アーキテクチャなのです。 

 

 

デジタル的、文化的、創造的な自己ネットワー

クとしての「現代の移住」 
このコンセプトにおいて、「現代の移住」という概念は特別な意味を持ちます。ここで

の移住とは、単に一国から他国への物理的な移動を指すだけではない。それは社会的、

文化的、そしてデジタルな動きでもある。孤立から関係性へ、地域での目立たない存在

から国際的な反響へ、決められた生活環境から自ら形作る行動の余地へと移行すること

である。 

ashoka ritualはこの考えを芸術と結びつける。なぜなら、芸術は古来より、国境を越え

ることのできる言語を備えているからだ。リズム、ジェスチャー、色彩、絵画、ダンス

、声、あるいは調理法といったものは、公式の書類に記入されるよりも先に理解される

ことがあります。芸術は、管理される前に作用します。分類される前に人々をつなぎま

す。出身地や地位、書類上の状況が最初の問となる前に、親近感を生み出します。 

まさにこの視点の転換が決定的なのです。移住は、単なる身体の移動としてではなく、

能力、関係性、可能性、そして意味の移動として理解されます。楽器を奏でる人、絵画

を創作する人、舞台を演出する人、料理を文化的記憶として捉える人、あるいはデジタ

ルツールを芸術的体験へと変容させる人は、すでにその内に「移動可能な資源」を宿し
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ています。現代の移住は、この資源を可視化し、活用可能にし、相互接続可能なものに

するのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバルなつながりのための社会的オペレー 
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ティングシステムとしての芸術 
プラットフォーム「ashoka ritual」のポジショニングは、その出発点を意図的に鋭く定

めている。「NO BORDERS. NO NATIONS.（国境なし。国家なし。）」そこから発展す

るネットワークの思想は、芸術を単なる装飾的な領域ではなく、社会的オペレーティン

グシステムとして捉える。アーティストたちは、多言語対応のAI支援型プロフィールお

よび対話マッピングを通じて、互いに出会い、つながることができるようにすべきだ。 

ashoka ritualは12言語に対応しており、個人専用のアーティストAIエージェントに加え

、数千もの役割、スタイル、ツールに沿った個人およびグループのプロファイルが用意

されています。重要なのは、出会いが偶然のままであってはならないということです。

アナログな日常では、例えば誕生パーティーで2人のトロンボーン奏者が会話を始め、す

ぐに共通の話題を見つけるといったことが、時に何気なく成功することがありますが、

それをデジタル上で拡張可能にする必要があります。 

この拡張は、それ自体が目的ではありません。それは、関連性のある人々が互いに出会

う確率を高めるためのものです。ネットワークの価値は、無限のつながりを生み出すこ

とにあるのではありません。その価値は、適切なつながりが可能になることにあるので

す。つまり、的確で、敬意があり、文化的配慮があり、職業的に有用で、人間的に持続

可能なつながりです。 

 

 

国籍による分類ではなく、共有された実践 
この類推こそが、このモデルの核心である。人々は、ある実践を共有しているとき、し

ばしばすぐに理解し合える。二人の音楽家が、アプローチ、タイミング、音色、演奏経

験、あるいは即興について語り合うために、同じ政治的見解やパスポート、母国語を持

っている必要はない。二人の画家は、顔料、表面、光、構図を通じて出会うことができ

る。二人の映画製作者は、編集、リズム、カメラワーク、予算、ストーリーテリングを

通じて、抽象的な相違よりも強い専門的な親近感を育むことができる。 

ashoka ritualは、共有された芸術的実践が、国籍やイデオロギーによる分類を超越する

信頼を生み出すと確信している。この実践は具体的である。それは、手際、決断、経験

、失敗、ルーティン、そして直感から成り立っている。同じ実践の中に立つ者は、往々

にして相手の意図を素早く理解できる。まさにここに、移住を「国家への帰属の喪失」
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としてではなく、「帰属の拡大」として、また、一見して動かせないように見える生活

状況からの脱出路として捉えるチャンスが生まれる。 

アーティストたちを世界的に持続的に結びつけるブランドは、彼らをまず第一に「ある

国の代表」として扱うべきではない。彼らを実践の担い手として真剣に受け止めなけれ

ばならない。出身地は一つの側面となり得るが、決して視線の主要な境界線になっては

ならない。 

 

 

 

行政上の案件から新たなつながりの可能性へ 

まさにそこに、このコンセプトの社会的な破壊

力がある。 
まさにそこに、このコンセプトの社会的な破壊力がある。移住がしばしば行政上の案件

、安全保障上の問題、あるいは政治的対立として語られる現代において、「ashoka 

ritual」はその視点を転換させる。現代の移住は単なる問題としてではなく、新たなネッ

トワーク構築の可能性として捉えられる。人間は、やむを得ず移住するだけでなく、ス

キル、アイデア、協力関係、そして観客層が流動的になったからこそ移住するのである

。 

ラゴスのミュージシャン、ライプツィヒの舞台美術家、ソウルのダンサー、パレルモの

料理人、そしてサンパウロのデジタルデザイナーは、かつての世代が文通を始めるより

も速く、今日では互いに連絡を取り合うことができる。重要なのはもはや、誰がどこに

住んでいるかということだけではなく、誰と働き、学び、共演し、実験し、成長できる

かということだ。職業的な文脈においても、趣味によるものであっても、この提案はす

べての人々に向けられている。 

ここに、ashoka ritualの戦略的核があります。このプラットフォームは、モビリティを

単なる地理的な移動として捉えるのではなく、グローバルな可能性の空間を創出するこ

とを目指しています。可視化され、発見され、つながりを持てる人であれば、場所を超

えて影響力を発揮することができます。ashoka ritualを通じた現代の「移住」は、それ

によって、すべての人にとって、能力、関係性、そして影響力を活性化し、動かすもの

となるのです。 
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プロ、フリーのクリエイター、そして形成途上

のアイデンティティへの開放性 
ashoka ritualは、確立されたプロだけでなく、趣味のアーティスト、インディペンデン

トアーティスト、ミュージシャンやプロデューサー、デザイナー、ビジュアルアーティ

スト、映画製作者、メディアアーティスト、クリエイティブ・コレクティブ、そして文

化的イノベーターにも明確に門戸を開いています。文化的エネルギーが機関からのみ生

まれることは稀であるため、この開放性は重要です。 

多くの画期的なムーブメントは、当初、リハーサル室、キッチン、アトリエ、裏庭、小

さなステージ、クラブ、ワークショップ、オンラインコミュニティ、一時的なコレクテ

ィブといった「周縁」で生まれます。芸術をグローバルなネットワークとして捉えるな

らば、未完成なプロフィール、形成途上のプロジェクト、実験的なアイデンティティに

チャンスを与える場を創出する必要があります。 

ここには特別な配慮が必要です。開放性とは、品質が恣意的なものになることを意味し

てはなりません。同時に、品質を狭く定義しすぎて、すでに確立された名前だけが目立

つようなことになってはなりません。ashoka ritualは、こうして要求の厳しい境界線上

に位置づけています。このプラットフォームは、新しい声を吸収するのに十分な敷居の

低さを持ちつつ、真の意義を生み出すのに十分な構造を備えています。 

 

 

 

自律の前提としての可視性 
ashoka ritualは、この開放性と可視性の約束を結びつけています。芸術的アイデンティ

ティは、国家的なカテゴリーの中に埋没するのではなく、本名、芸名、あるいは集団プ

ロフィールとして可視化されるべきです。これは単なるマーケティング以上のものです

。多くのクリエイターにとって、可視性は自律の前提条件なのです。 

見つかれば、仕事を得ることができる。仕事を得られれば、収入を得ることができる。

国際的なネットワークから収入を生み出す者は、地元のゲートキーパーや助成金の仕組

み、行政機関、特定の環境、あるいは偶然への依存度を減らすことができる。この意味

で、「現代の移住」は経済的な概念でもある。機動性は関係性から生まれ、関係性は認

識可能なプロフィールから生まれるのだ。 
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この経済的側面は、文化的使命から切り離すことはできない。芸術には尊厳が必要だが

、インフラも必要だ。インスピレーションには可視性が必要だが、信頼性も必要だ。国

際的な反響には、熱狂だけでなく、検索可能なデータ、理解しやすいプロフィール、明

確な役割、そしてつながりを可能にするプラットフォームが必要だ。 

 

 

 

過激な言葉、明確な社会的責任 
ashoka ritualで際立っているのは、その反国家的かつ反政治的な姿勢だ。機能的な面で

は、このソーシャルネットワークは、過酷な生活環境にある人々が芸術を通じて「精神

的なパートナー」を見つけ、国家の統制とは無関係に自立した生き方を可能にする助け

となる。このシステムは、マッチングを通じて、とりわけ孤独に対抗することを可能に

する。孤独は高齢期における見過ごされがちな悪であり、事実上、これまで有効な解決

策は存在しなかった。 

この言葉遣いは意図的に過激であり、時に荒々しく、時に挑発的だ。それは戦争、国家

の虚栄心、権力闘争、そしてイデオロギーによる支配に反対するものだ。倫理と責任が

提唱されている。 

まさにこの緊張感こそが、アート界の視点から見てこのブランドを本物たらしめている

。ashoka ritualは、芸術を政治的硬直化に対する対抗モデルとして解釈し、信頼と安心

を生み出し、公平性を重視し、明確なルールを保証する。逆説的だが、無制限性には、

それが恣意性や搾取へと転じないよう、優れた構造が必要だ。 

アショカの物語は、この責任をさらに重くする。暴力と征服の末に倫理を見出した人物

を標榜する者が、自由を無責任さとして売り込むことはできない。ブランドは、自由を

成熟した、連帯に満ちた、そして拘束力のある行動様式として捉えなければならない。

まさにそこに、ashoka ritualの強みがある。過激さは単なるポーズとしてではなく、私

たちの社会をつなぐオペレーティングシステムをより人間的で、公正かつ効果的なもの

へと設計し、起動させるための呼びかけとして理解される。 
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マッチング：ブランドスローガンを実践へと翻

訳する 
したがって、革新的な要素は「境界なし」というスローガンそのものにあるのではなく

、このスローガンを技術的・社会的に翻訳することにある。役割、スタイル、ツールの

マッチングは些細なことではない。これらは、グローバルなクリエイティブ市場の複雑

さをスマートに整理するのに役立ちます。 
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人は単に「アーティスト」を探しているのではなく、例えば、電子音楽のライブパフォ

ーマンス経験を持つVJアーティスト、ステージ経験のある伝統音楽家、3Dツールの知識

を持つイラストレーター、あるいはパフォーマンス、ボディアート、デジタルインスタ

レーションを融合できるコレクティブなどを求めているかもしれません。こうした検索

・マッチングの仕組みが精密になればなるほど、抽象的なつながりから具体的な協業が

生まれやすくなります。 

この精密さは、品質とブランドにおける核心的な約束でもあります。優れたテクノロジ

ーは、単なるキーワードだけでなく、その関連性を認識します。人々が類似した美的領

域で活動しているか、使用するツールが互換性があるか、プロジェクトが互いに補完し

合っているか、そして接触が実際に協力関係へと発展し得るかを可視化します。したが

って、現代の「移行」には、開放性だけでなく、インターネット経験の少ない人々にと

っても価値あるものとなる、知的かつ世界的に理解可能なナビゲーションが必要です。 

 

 

 

 

12の言語とAI：文脈の翻訳としての移行 
多言語対応もまた極めて重要です。言語は最も目に見えない境界の一つです。たった一

つの言語でしか存在感を示せない人は、たとえ技術的にインターネットが世界中にアク

セス可能であっても、しばしば一つの文化的空間に閉じ込められたままになります。対

話やプロフィールが12の言語で機能するためには、移行は翻訳として捉えられます。そ

れは単なる言葉の翻訳ではなく、文脈の翻訳なのです。 

芸術家のプロフィールは、その人が何をしているのか、どのような素材、伝統、舞台、

観客、そして制作手法を指しているのかを説明できなければなりません。AIは、文化的

意味合いを十分に繊細に扱い、すべてを画一的な標準用語に押し込めない限り、ここで

仲介役として機能し得ます。 

したがって、ashoka ritualにおけるAIは、冷たい自動化の約束ではなく、仲介のツールで

ある。個人のアーティストAIエージェントは、プロフィールの構築、対話の円滑化、役

割の翻訳、検索動作の洗練を支援できる。しかし、その核心は人間的なままである。機

械は出会いの準備を整えるが、関係が生まれるのは人間同士の間である。 
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受動的な待ちから能動的な自己ネットワーク化

へ 
「モダン・マイグレーション」は、その能動的な基本姿勢を通じてこの主張を強調して

いる。すなわち、受動的な依存から離れ、能動的な自己ネットワーク化へと向かうこと

である。その中心的な考え方は、自らの生活の現実を、国家への帰属、出身、あるいは

地域的な境界によってのみ定義させないよう促す招待状として理解できる。 

現代の移住とは、責任からの逃避ではなく、責任の拡大を意味する。グローバルにネッ

トワークを築く者は、交流における自身の役割——すなわち、コミュニケーション、信頼

性、敬意、協力、そして影響力——に対する責任を引き受ける。芸術は、人々が単に自己

を提示するだけでなく、互いに実際に役立つことができるようになるための媒体となる

。 

ashoka ritualは、人々を受動的な期待の中に留めておくのではなく、行動する主体へと

変えることを目指している。プロフィール、対話、マッチング、プロジェクトは、能動

的な生き方を形作るためのツールとなる。可視性は与えられるものではなく、可能にさ

れるものであり、つながりは主張されるものではなく、実践的に組織されるものである

。 

 

 

 

芸術的移住の未来としてのハイブリッド性 
これはアーティストにとって新たな機会をもたらす。地元の環境で共鳴を得られない者

も、他の場所で同志を見つけることができる。希少な技法を用いる者は、その技法を理

解したり補完したりできる人々を世界中で探すことができる。分野の境界を横断して活

動する者は、もはや特定のカテゴリーに完全に従属する必要はない。 

特に、音楽制作とライブ・アクトの間、ボディアートとパフォーマンスの間、映画、イ

ンスタレーション、デザイン、デジタルステージの間といったハイブリッドな芸術形態

は、従来の分野の境界に縛られないネットワークから恩恵を受ける。したがって、現代

の移住とは、芸術概念間の移住でもある。 

ashoka ritualは、新しい芸術的アイデンティティを例外として扱わないネットワークで

ある。このプラットフォームは、混合形態、移行、そして中間領域を可視化することが
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できる。これは単に時代を反映しているだけでなく、ブランドを形作るものでもある。

境界を相対化する者は、分野、形式、職業名の間の境界についても再考しなければなら

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ashoka ritual」：つながりの文化の構想 
しかし、最も重要な考え方は、やはり視点の転換にある。ashoka ritualにおける現代の

移住とは、国境にたどり着いて許可を求める一人の人間の物語ではない。それは、ある

能力、スタイル、道具、そして芸術的な声を持って、世界的なフィールドに足を踏み入

れる一人の人間の物語である。 

このフィールドは、境界を相対化するため、政治的なものとなり得る。仕事を可能にす

るため、経済的なものとなり得る。意味と帰属感を生み出すため、精神的あるいは実存

的なものとなり得る。しかし何よりも、それは実践的なものである。人々は互いに出会
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い、語り合い、計画を立て、パフォーマンスを行い、制作し、旅をし、学び、共に影響

力を発揮すべきなのだ。 

このように理解すれば、ashoka ritualは「つながりの文化」のための構想である。その

ポジショニングの表現のすべてが万人に好かれるわけではないだろう。意図的に鋭いも

のもあれば、プログラム的なもの、理想主義的なものもある。将来、芸術は、国境やス

テータスゲーム、国家の自己陶酔といった仕組みよりも強くなるだろう。 

 

 

 

ブランドを強化するとは、その寓話をインフラ

へと翻訳することである 
アショカの物語は、真の変革が単なるメッセージにとどまってはならないことを思い出

させてくれる。それは行動、ルール、そして再現可能な形として具現化されなければな

らない。まさにこの点で、アショカとリチュアルは交わる。名前の片方は倫理的な転換

を物語っている：拡張の原理からケアの原理への転換だ。もう片方は社会的形態を描写

している：繰り返される行動、共通の基盤、共有財産、儀式。 

そこから、「ashoka ritual」には強力なブランドロジックが生まれます。このプラット

フォームは、単に「境界は乗り越えられる」と主張するだけではありません。その「乗

り越え」を体感できるような行動を可能にするものです。成功したコラボレーション、

的確なマッチング、翻訳されたアーティストの経歴、公正なブッキング、そして国際的

なプロジェクトのすべてが、現代の移住における小さな儀式となるのです。 

 

 

 

 

展望：未来はアトリエ、スタジオ、舞台、そし

てチャットから始まる 
「現代の移住」とは、それゆえに完成された状態というよりは、むしろ招待状のような

ものです。それはクリエイターに対し、活動範囲を地理的にだけでなく、精神的に広げ

るよう呼びかけています。帰属意識が、もはや出自ではなく、共有された実践を通じて
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生まれるようになったらどうなるのか、と問いかけます。そして、それはシンプルかつ

壮大な主張を提示する。移住の未来は、行政の窓口ではなく、アトリエやスタジオ、舞

台、チャット、共同プロジェクトの中で始まるのかもしれない。 

現代の移民とは、単に場所を変える人ではなく、他者が境界線と見なす場所に繋がりを

生み出す人なのかもしれない。現代のアーティストとは、単に作品を制作する者ではな

く、世界中で共鳴を呼び起こす実践の担い手なのかもしれない。そして、ashoka ritual

は、その名の由来を真摯に受け止めたまさにその地点において、最も力を発揮するのか

もしれない。つまり、回帰への招待、つながりへの招待、共同行動への招待、そして芸

術が装飾ではなく、支えとなる文化への招待として。 

 

 


